
年間授業計画　新様式

（ )
教　科： 科　目： 単位数： 単位

第 3 学年 Ａ Ｂ 組

使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1

〇 2

１

学

期

ことばと出会う

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを理
解できる。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の
種類をふまえて、内容や構成、展
開などについて叙述をもとに的確
にとらえられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉についての筆者の考えを読
み取ることに興味をもち、日常
使っている言葉を見つめ直そうと
している。

『言葉の森を育てよう』

・言葉についての筆者の考えを読
み取り、言葉が果たしている役割
を理解する。
・日常使っている言葉を見つめ直
す。

〇

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。［(1)
ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉についての筆者の考えを読み取ること
に興味をもち、日常使っている言葉を見つめ
直そうとしている。

〇 〇

定期考査

答案返却

我が国の言語文化を継承するものとして、適
切かつ効果的に表現する能力を身につけるよ
うにする。

言語感覚を磨き、思考力や想像力を向上し、
表現の基本を身に着けるようにする。

進んで表現することによって国語の向上や社
会生活の充実を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにす
る。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象学年組： 組 ～

新編『 言語文化』改訂版　大修館書店
国　語

 教科: 国　語  科目:言語文化
国　語 言語文化 1

高等学校 令和 8 年度 3 学年用



〇 6

定期考査

答案返却 1

２

学

期

現代に生きることば・詩歌の調べ

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、詩歌の形式、
古典特有の表現などについて理解
できる。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や
文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方をとらえ、内容を解
釈できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文に興味をもち、故事成語の
理解を深めようとしている。
・四季の詩歌を読むことに興味を
もち、詩の形式や表現の特徴を意
識しながら、情景や心情を味わお
うとしている。

『守株』『五十歩百歩』『詩歌の
調べ』

・故事成語の意味と教訓について
考える。
・それぞれの作品に描かれている
情景や心情を読み取る。
・詩歌の形式や表現の特徴につい
て理解を深める。

〇 〇

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、詩
歌の形式、古典特有の表現などについて理解
している。［(2)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文に興味をもち、故事成語の理解を深め
ようとしている。
・四季の詩歌を読むことに興味をもち、詩の
形式や表現の特徴を意識しながら、情景や心
情を味わおうとしている。

〇 〇

定期考査

答案返却
1

漢文に親しむ

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が
国の文化と外国の文化との関係に
ついて理解できる。
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解できる。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の
内容や解釈をふまえ、自分のもの
の見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について自分の
考えをもてる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文訓読のきまりを理解しよう
としている。
・漢文に興味をもち、訓読に意欲
的に取り組もうとしている。

『訓読のきまり』『格言』『再読
文字』

・漢文の訓読のきまりについて理
解する。
・漢語、漢文と我が国の言語文化
の関係について理解を深める。

〇

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
［(2)ア］
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［(2)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
をふまえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文訓読のきまりを理解しようとしてい
る。
・漢文に興味をもち、訓読に意欲的に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇 3

１

学

期



1

合計

35

〇 10

定期考査

答案返却

３

学

期

古人に学ぶ・旅への思い

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解できる。
・古典の世界に親しむために、作
品や文章の歴史的・文化的背景な
どを理解できる。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や
文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方をとらえ、内容を解
釈できる。
・「読むこと」において、作品の
内容や解釈をふまえ、自分のもの
の見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について自分の
考えをもてる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文を読むことに興味をもち、
『論語』と現代との関わりについ
て考えを深めようとしている。
・作品に興味をもち、文章の展開
や和歌の内容、登場人物の心情を
読み取ろうとしている。

『論語』『土佐日記』『更級日
記』『おくのほそ道』

・『論語』の内容を正確にとら
え、学問と人生についての孔子の
考え方を理解する。
・文章の展開や和歌の内容に注意
して、登場人物の心情を読み取
る。
・作品の主題と表現の特色を理解
する。
・音読して文体の特徴をとらえ、
句に詠まれた情景や心情を考え
る。

〇 〇

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
［(2)ウ］
・古典の世界に親しむために、作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
をふまえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文を読むことに興味をもち、『論語』と
現代との関わりについて考えを深めようとし
ている。
・作品に興味をもち、文章の展開や和歌の内
容、登場人物の心情を読み取ろうとしてい
る。

〇 〇

〇 3

定期考査

答案返却 1

２

学

期

物語の広がり

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
り、古典特有の表現などについて
理解できる。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の
種類をふまえて、内容や構成、展
開などについて叙述をもとに的確
にとらえられる。
・「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現のしかた、表現
の特色について評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の
行動や場面の展開を読み取ろうと
している。

『伊勢物語』

・登場人物の行動や場面の展開を
正確に把握する。
・和歌に表れた心情を読み取り、
本文の中で和歌が果たしている役
割を考える。

〇

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまり、古典特有の表現な
どについて理解している。［(2)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現のしかた、表現の特色について評価
している。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の行動や場面
の展開、和歌に表れた心情を読み取ろうとし
ている。

〇 〇


